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不妊症とは “a disease of the male or female reproductive system defined by the failure to 
achieve a pregnancy after 12 months or more of regular unprotected sexual intercourse”（避妊をし

ないで定期的に性交渉を 12 か月以上しても妊娠できない男女の生殖器官の疾病）とさ

れ、世界的には生涯有病率 17.5％（95％信頼区間: 15.0％–20.3％）、期間有病率 12.6％
（95％信頼区間：10.7％–14.6％）であると報告されている。第 16 回出生動向基本調査に

よれば、不妊について心配したことがある夫婦の割合は、夫婦全体の 39.2％であったが、

出生動向基本調査では「あなた方ご夫婦は、不妊について不安や悩みがありますか」と回

答者の主観に基づく不妊を調査しており、世界保健機関の定義（12 か月間の不妊期間）に

基づく有病率調査はこれまで日本で行われたことがなかった。 
本研究では、12 か月間の不妊期間に基づいた不妊症の期間有病率および生涯有病率を算

出するため、層化二段無作為抽出法による全国調査を実施した。2024 年１月、調査対象者

として抽出された女性に対して、はがきによる事前協力依頼を行ったうえで、調査員が訪

問して調査依頼を行った。調査に同意した女性は、無記名アンケートに記入し返送した。

回答期間は 2024 年 1 月 20 日～3 月 31 日までである。（北海道大学病院生命・医学系研究

倫理審査委員会, 生 023-0041, 2023.8.10 承認）。 
25 歳～49 歳の女性 3,000 人のうち 1,200 人が回答し（回答率 40％）、853 人が男性パート

ナーと結婚または同居している女性（以下、既婚女性）であった。ウェイト後の人口統計学

的特性および生殖歴は、2021 年出生動向基本調査における全国の既婚女性を代表する特性

とほぼ一致していた。そのうち、妊娠可能で現在妊娠を希望し、妊娠を試みている 25～44
歳女性 35 名を current duration 法対象群とした。自己申告に基づく直接法により生涯有病率

および期間有病率を算出するとともに、current duration 法により妊活者における有病率を推

定した。 
既婚女性における不妊の生涯有病率は 37.8％（95％信頼区間［CI］: 35.4–40.4％）、期間有

病率は 6.5％（95％CI: 5.1–8.4％）であった。current duration 法対象群における有病率は 23.1％
（95％CI: 12.1–43.9％）であった。期間有病率および current duration 法による有病率は国際

的報告と概ね一致していた。一方で、直接法による生涯有病率はより高い値を示しており、

対象者の年齢分布の高さ、晩婚・晩産化、妊娠意図の短期化や曖昧さ、性交頻度の低さなど

が影響している可能性がある。本シンポジウムでは日本の有病率の特徴を説明する要因に

ついて考えていきたい。 
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